
 

平成 25 年 12 月 10 日 
 
各    位 

会 社 名   株式会社フォーバル      
代表者名   代表取締役社長  中島 將典 

（ＪＡＳＤＡＱ ・ コード番号８２７５） 

問合せ先   取締役     加藤  康二 
電話  ０３ -３４９８ -１５４１

         
過年度有価証券報告書等、決算短信等の訂正に関するお知らせ 

 
 当社の子会社株式会社フォーバルテレコム（9445：東証マザーズ、以下フォーバルテレコム）

は下記の理由により過年度の決算を訂正することとなり、それを受けて当社も本日の取締役会に

おいて訂正を行なうことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 
尚、本訂正による当社の当期の連結業績の予想の修正はございません。また、過年度の個別業

績の訂正及び当期の個別業績の予想の修正はございません。 
 

１．【訂正の理由】 
平成23年３月期第３四半期に、フォーバルテレコムの子会社株式会社トライ・エックスは、そ

の子会社であり債務超過が続いていたタクトシステム株式会社（以下タクトシステム）の株式を、

フォーバルテレコムへ全株式231株、１株当たり１円、譲渡価額総額231円で譲渡しました。一方、

タクトシステムの連結上ののれんは当時266百万円あり、検討した結果その連結上の評価は変更す

る必要がないと判断し、会計監査人にも伝え、その後も償却を続けておりました。 

これについて、会計監査人において過年度の会計処理を見直す機会があり、「連結財務諸表に

おける資本連結手続に関する実務指針」（会計制度委員会報告第７号）第32項（子会社株式の減

損処理により減損処理後の株式の簿価が連結上の子会社の資本の親会社持分額とのれん未償却残

高（借方）との合計額を下回った場合に、子会社株式の減損処理後の簿価と連結上の子会社の資

本の親会社持分額とのれん未償却残高（借方）との合計額との差額のうち、のれん未償却残高（借

方）に達するまでの金額についてのれん純借方残高から控除し、連結損益計算書にのれん償却額

として計上することを求めるものです）にならって、個別取引での株式譲渡価額に基づいて連結

上ののれんの評価を変更することが望ましく、平成23年３月期第３四半期におけるのれんの評価

を訂正すべきであるとの報告を、平成25年11月30日に受けました。 

その内容をフォーバルテレコムおよび当社において慎重に検討した結果、取引発生年度に遡っ

てのれんの評価を82百万円に修正し、特別損失としてのれん償却額183百万円を計上するとともに、

その後ののれん償却額等もあわせて修正することとしました。 

 また、これにより平成 24 年３月期に将来の収益力が低下したとして行なったタクトシステムの

のれんの減損 57 百万円は、既にのれんの評価が減額すべき金額以下になっていることから減損す

る必要がなくなり全額修正いたします。 
 
２．【訂正による影響額の概要】 
本訂正における影響額の概要は以下のとおりとなります。  
尚、フォーバルテレコムの修正金額とは持分の差異等で一致しない項目があります。 



 

 
１）平成２３年３月期第３四半期における対象となるのれんの訂正  
 

 
 
影響額はのれん償却として当該決算期の特別損失として計上します。 

２）平成２４年３月期における対象となるのれんの減損の訂正 
 
 
 

影響額は当該決算期の特別損失の減額といたします。 
３）平成２３年３月期以降の本件にかかるのれんの償却費の訂正 

   
 訂正前 訂正後 影響額 
平成２３年３月期 ３６百万円 ３０百万円  ６百万円

平成２４年３月期 ３６百万円 １１百万円 ２５百万円

平成２５年３月期 ２７百万円 １１百万円 １５百万円

平成２６年３月期 １３百万円  ５百万円  ７百万円

 
  影響額は当該決算期の販売費及び一般管理費の減額といたします。 
 
以上の修正を受け少数株主持分も変動することから連結業績への影響額は以下のようになりま

す。尚、売上高の訂正はないため、記載しておりません。 
（金額単位：百万円） 

【通期】 項目 訂正前 訂正後 影響額 影響率 

営業利益 ６８１ ６８７ ６ 0.93％

経常利益 ６６５ ６７１ ６ 0.95％

当期純利益 ４６４ ３３１    △１３３ △28.72％

総資産 １６，２７７ １６，１００ △１７６ △1.09％

平成２３年３月期 

通      期 

純資産 ５，７１４ ５，５３７ △１７６ △3.10％

 

営業利益 ８４３ ８６９     ２５   3.00％ 

経常利益 ８４６ ８７１ ２５ 2.99％

当期純利益 ５８７ ６４９ ６２ 10.60％

総資産 １６，２２４ １６，１２９     △９４ △0.58％

平成２４年３月期 

通      期 

純資産 ５，８２３ ５，７２８ △９４ △1.62％

 

営業利益 １，１６４ １，１８０     １５ 1.35％

経常利益 １，２１６ １，２３２ １５ 1.29％

当期純利益 ７８０ ７９１ １１ 1.52％

総資産 １６，６７４   １６，５９６     △７８ △0.47％

平成２５年３月期 

通      期 

純資産    ６，２５９ ６，１８０ △７８ △1.26％

訂正前 訂正後 影響額 
２６６百万円 ８２百万円 １８３百万円

訂正前 訂正後 影響額 
５７百万円 －百万円 ５７百万円



 

 

営業利益 ５６１ ５６９      ７ 1.40％

経常利益 ５６５ ５７３ ７ 1.39％

当期純利益 ４８９ ４９５ ５ 1.21％

総資産 １４，５７０ １４，４９９         △７０ △0.49％

平成２６年３月期 

第２四半期累計 

純資産 ６，３００ ６，２２９ △７０ △1.12％

 
３．訂正する有価証券報告書等及び決算短信等 
  有価証券報告書  第３１期 自 平成２２年４月１日 至 平成２３年３月３１日 

           第３２期 自 平成２３年４月１日 至 平成２４年３月３１日 

           第３３期 自 平成２４年４月１日 至 平成２５年３月３１日 

  四半期報告書   第３１期第３四半期 自 平成２２年１０月１日 至 平成２２年１２月３１日 

           第３２期第１四半期 自 平成２３年４月１日  至 平成２３年６月３０日 

           第３２期第２四半期 自 平成２３年７月１日  至 平成２３年９月３０日 

           第３２期第３四半期 自 平成２３年１０月１日 至 平成２３年１２月３１日 

           第３３期第１四半期 自 平成２４年４月１日  至 平成２４年６月３０日 

           第３３期第２四半期 自 平成２４年７月１日  至 平成２４年９月３０日 

           第３３期第３四半期 自 平成２４年１０月１日 至 平成２４年１２月３１日 

           第３４期第１四半期 自 平成２５年４月１日  至 平成２５年６月３０日 

           第３４期第２四半期 自 平成２５年７月１日  至 平成２５年９月３０日  

  決算短信    第３１期第３四半期 自 平成２２年１０月１日 至 平成２２年１２月３１日 

                      第３１期           自 平成２２年４月１日   至 平成２３年３月３１日 

           第３２期第１四半期 自 平成２３年４月１日  至 平成２３年６月３０日 

           第３２期第２四半期 自 平成２３年７月１日  至 平成２３年９月３０日 

           第３２期第３四半期 自 平成２３年１０月１日 至 平成２３年１２月３１日 

                      第３２期           自 平成２３年４月１日   至 平成２４年３月３１日 

           第３３期第１四半期 自 平成２４年４月１日  至 平成２４年６月３０日 

           第３３期第２四半期 自 平成２４年７月１日  至 平成２４年９月３０日 

           第３３期第３四半期 自 平成２４年１０月１日 至 平成２４年１２月３１日 

                      第３３期           自 平成２４年４月１日   至 平成２５年３月３１日 

           第３４期第１四半期 自 平成２５年４月１日  至 平成２５年６月３０日 

           第３４期第２四半期 自 平成２５年７月１日  至 平成２５年９月３０日  

 

上記開示資料の訂正につきましては、所定の手続きを終了後速やかに開示する予定です。 

株主・投資家及び市場関係者の皆様にはご迷惑・ご心配をおかけしますこと深くお詫び申し 
上げます。 

以   上  


